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市議会

島田実業高等専修学校
「島

し ま

実
じ つ

自
じ

遊
ゆ う

祭
さ い

」実行委員
＆

島田実業高等専修学校を訪問し、
10月開催の学校祭「島実自遊祭」の
準備を進める実行委員の皆さんに

お話を伺いました

　
島
田
実
業
高
等
専
修
学
校
（
以
下
島し

ま

実じ
つ

）

は
、
通
っ
て
き
て
い
る
８
か
ら
９
割
が
、
小
、

中
学
校
で
不
登
校
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
勉

強
面
や
人
間
関
係
で
つ
ま
ず
き
を
経
験
し
て

い
る
も
の
の
、「
も
う
一
度
学
び
た
い
！
」
と

想
う
気
持
ち
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
校

で
す
。	

～
学
校
紹
介
よ
り

　
こ
の
学
校
で
、
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
、	

生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
「
島
実
自
遊
祭
」

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

《「
島
実
自
遊
祭
」
に
向
け
て

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？
》

　
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
、テ
ー
マ「
こ
こ
ろ

ね
～
よ
る　
月
明
か
り
に
て
ら
さ
れ
て
…
～
」

を
み
ん
な
で
決
め
ま
し
た
。

《
ど
ん
な
意
味
を
込
め
た
の
で
す
か
？
》

　
感
情
の
成
長
を
植
物
の
成
長
に
な
ぞ
ら
え
て

表
し
て
い
ま
す
。「
こ
こ
ろ
ね
」
に
は
、
心
根
、

心
音
と
二
つ
の
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

　
心
の
根
を
伸
ば
し
、
様
々
な
も
の
を
吸
収
し
、

自
身
を
し
っ
か
り
支
え
て
い
く
。
根
が
伸
び
る

特 集「
も
う
一
度
学
び
た
い
！
」
想
い
を
大
切
に

見
つ
け
ら
れ
た
ね　
私
の
居
場
所

同校校庭のツリー・ハウスにて（元島田）
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に
は
よ
い
土
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
今
の
私

た
ち
に
と
っ
て
は
島
実
で
す
。

《
島
実
に
入
っ
て
、

自
分
が
変
わ
り
ま
し
た
か
？
》

　
初
め
の
頃
は
、
下
を
向
く
自
分
が
い
た
け
れ

ど
、
周
り
の
み
ん
な
の
明
る
さ
、
温
か
さ
に
自

分
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。	

心
の
殻
が
無
く
な
り
、
楽
し
く
打
ち
解
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
勉
強
も
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
勉
強
す
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

《
高
校
生
と
し
て
、

18
歳
選
挙
権
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？
》

　
少
子
高
齢
化
の
社
会
だ
け
れ
ど
、
若
い
人
が

選
挙
に
行
っ
て
考
え
を
出
せ
る
こ
と
は
よ
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
選
挙
は
遠
い
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

よ
く
知
っ
て
選
挙
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
10
月「
島
実
自
遊
祭
」の
ア
ピ
ー
ル
を
！
》

　

日
頃
の
学
習
の
発
表
の
場
で
す
。
家
族
、	

卒
業
生
、
中
学
生
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
大
勢
来

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
笑
顔
が
す
て
き
な
生
徒
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て

寄
り
添
う
先
生
方
、
心
温
ま
る
出
会
い
の
場
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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一
般
会
計
８
７
３
８
万
６
千
円
を
増
額

　
平
成
28
年
度
第
2
回
定
例
会
が
、
６
月
１
日（
水
）か
ら
28
日（
火
）ま
で
、
28
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
１
日（
水
）
本
会
議　
議
長
等
選
挙
と
常
任
委
員
会
改
選

島
田
市
議
会
の
議
長
・
副
議
長
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３
つ
の

常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
構
成
を
変
更
し
、
新
た
に
委
員
を

選
任
し
ま
し
た
。	

（
し
ま
だ
議
会
だ
よ
り
第
54
号
に
掲
載
）

６
月
１
日（
水
）
本
会
議　
17
議
案
上
程

市
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の
報
告
７
件
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補

正
予
算
な
ど
３
件
、
条
例
４
件
、
そ
の
他
３
件
の
計
17
件
の
議
案
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
10
日（
金
）～
14
日（
火
）
一
般
質
問　
議
員
16
人
が
登
壇

議
員
16
人
が
、
一
問
一
答
に
よ
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
８
～
16
ペ
ー
ジ
）

６
月
15
日（
水
）
議
案
質
疑　
議
員
２
人
が
登
壇

議
員
２
人
が
、
議
案
に
つ
い
て
当
局
へ
質
問
し
ま
し
た
。（
５
ペ
ー
ジ
）

６
月
16
日（
木
）～
17
日（
金
）
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

総
務
生
活
・
厚
生
教
育
・
経
済
建
設
の
各
常
任
委
員
会
が
、
分
散
開
催

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
議
案
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
委
員
会
で
は
、
本
会
議
初
日
に
上
程
さ
れ
た
議
案
17
件
の
う
ち
、
報

告
案
件
４
件
を
除
く
専
決
処
分
の
承
認
や
、
補
正
予
算
・
条
例
改
正
な

ど
13
件
の
議
案
審
査
を
行
い
ま
し
た
。	

（
６
・
７
ペ
ー
ジ
）

６
月
28
日（
火
）
本
会
議
最
終
日　
全
議
案
可
決
・
意
見
書
採
択

各
常
任
委
会
の
委
員
長
報
告
の
後
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
13
議
案
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
追
加
で
上
程
さ
れ
た
人
事
案

件
３
件
と
、
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
の
議
会
か
ら
の
発
議
案
３

件
・
意
見
書
１
件
の
４
件
を
合
わ
せ
、
計
７
件
の
追
加
議
案
も
全
て
全

会
一
致
で
可
決
・
採
択
し
ま
し
た
。	

（
意
見
書　
７
ペ
ー
ジ
）

定例会
の

概要
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〈
議
案
第
56
号　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
〉

〈
議
案
第
61
号　
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
〉

Q	

改
正
内
容
は
？

A	

２
人
以
上
の
児
童
を
持
つ
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
経
済
的
負
担
軽
減
が
目
的
で
あ

る
。第
２
子
の
加
算
額
を
一
律
５
０
０
０
円
か
ら
上
限
１
万
円
に
、第
３
子
以
降

の
加
算
額
を
一
律
３
０
０
０
円
か
ら
上
限
６
０
０
０
円
に
見
直
し
を
行
い
、
所

得
に
応
じ
て
加
算
額
が
決
ま
る
制
度
と
な
っ
た
。

ま
た
、来
年
４
月
か
ら
は
、第
２
子
以
降
の
加
算
額
も
、第
１
子
と
同
様
に
「
物

価
ス
ラ
イ
ド
制
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Q	

こ
の
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
の
国
庫
補
助
は
無
い
の
か
？

A	

地
方
財
政
措
置
の
取
り
扱
い
に
な
る
。
直
接
の
補
助
金
で
は
な
く
、
普
通
交
付

税
の
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
。

Q	

金
谷
地
区
の
根
岸
住
宅
が
無
く
な
る
こ
と
を
補
完
す
る
ソ
フ
ト
事
業
は
な
い
の
か
。

A	

今
は
無
い
が
、
希
望
者
に
対
し
て
は
、
関
係
部
署
に
相
談
い
た
だ
き
、
納
得
い
た

だ
け
る
よ
う
対
応
す
る
。

Q	

今
後
の
ソ
フ
ト
事
業
の
動
き
は
な
い
の
か
。

A	

国
土
交
通
省
が
空
き
家
や
ア
パ
ー
ト
を
利
用
す
る
準
公
営
住
宅
の
補
助
制
度
を

平
成
29
年
に
計
画
し
て
い
る
、
と
聞
い
て
い
る
。

児
童
扶
養
手
当
制
度
改
正
は

何
が
変
わ
っ
た
の
か
？

市
営
住
宅
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
？

Pick
up 2 Pick

up 1

これに注目!!
〈
議
案
第
56
号　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
〉

　
今
回
、１
１
２
４
万
２
０
０
０
円
の
補
正
予
算
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、利

用
申
込
者
が
多
か
っ
た
初
倉
南
小
学
校
区
の
要
望
に
対
応
し
て
同
小
学
校
の
一
部
を

改
修
す
る
工
事
費
用
と
、
平
成
29
年
度
に
計
画
し
て
い
る
島
田
第
一
小
学
校
の
改
修

設
計
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

Q	

現
在
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
数
は
？

A	

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
31
人
で
、
特
に
小
学
４
年
生
が
多
い
状
況
で
あ
る
。

Q	

児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
図
る
か
。

A	

不
足
す
る
児
童
受
入
数
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
協
力
や
学
校
施
設
の
一
部
開
放

な
ど
を
考
え
た
い
。
さ
ら
に
、
夏
休
み
中
の
児
童
受
け
入
れ
や
開
所
時
間
の
延

長
も
検
討
材
料
で
、
状
況
に
応
じ
対
処
し
た
い
。

「
児
童
ク
ラ
ブ
」
っ
て
何
？

　
保
護
者
が
仕
事
な
ど
に
よ
り
、
昼
間

に
い
な
い
家
庭
の
児
童
を
預
か
り
、
専

任
の
指
導
員
が
「
生
活
」
や
「
遊
び
」

に
つ
い
て
指
導
し
、
児
童
の
健
全
な
育

成
を
図
る
事
業
の
こ
と
で
す
。

　
島
田
市
に
は
、
平
日
の
放
課
後
に
開

所
す
る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
と
土

曜
日
に
開
所
す
る「
土
曜
児
童
ク
ラ
ブ
」

の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
の

施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。改修予定の初倉南小学校校舎部分（一番手前の教室）
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経
済
建
設
常
任

員
委

会

Q	

国
指
定
校
と
し
て
教
員
へ
の

過
重
負
荷
が
あ
る
。
教
員
の

加
配
等
必
要
で
は
な
い
か
。

A	

小
・
中
学
校
が
連
携
し
負
担

が
軽
減
で
き
る
。
県
の
教
員

加
配
等
も
検
討
し
た
い
。

●
保
健
体
育
総
務
費

Q	

補
正
２
６
０
万
円
の
内
容
は
。

A	

リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る

市
内
出
身
の
３
選
手
を
応
援

す
る
た
め
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ

ス
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
等
を
考
え
て
い
る
。

る
意
向
調
査
も
行
う
。

●
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
設
置
事
業

Q	

シ
ェ
ル
タ
ー
、
防
災
ベ
ッ
ド

の
価
格
は
い
く
ら
か
。

A	

シ
ェ
ル
タ
ー
は
本
体
25
万
円
、

防
災
ベ
ッ
ド
は
本
体
が
20
万

円
。
別
途
費
用
が
５
～
６
万

円
で
あ
る
。

Q	

こ
れ
ら
の
設
置
に
市
が
積
極

的
で
な
か
っ
た
理
由
は
。

A	

家
屋
の
耐
震
化
が
進
ま
な
い

の
で
、
こ
れ
ま
で
は
控
え
て

き
た
。
今
後
は
費
用
面
で
耐

震
化
に
踏
み
切
れ
な
い
人
を

助
け
て
い
き
た
い
。

リオでの活躍を島田から応援します

防災ベッドの展示

島田市議会には３つの常任委員会があり、議員は必ずいずれかの委員会に属し、
議案審査に当たります。６月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

常 任 委 員 会 報 告

厚
生
教
育
常
任

員
委

会

道
徳
教
育
指
定
研
究
事
業

六
合
中
学
校
区
で
実
施

倒
壊
家
屋
に
よ
る

　
　
　
　
　

死
者
を
ゼ
ロ
に

　
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
・

平
等
割
額
の
５
割
ま
た
は
２
割
軽

減
世
帯
の
判
定
に
関
わ
る
所
得
基

準
額
を
引
き
上
げ
る
改
正
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
５
割
軽
減
対
象

が
59
世
帯
１
１
３
人
の
増
、
２
割

軽
減
対
象
が
７
世
帯
16
人
の
減
が

見
込
ま
れ
、
全
体
で
は
軽
減
対
象

が
拡
充
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

●
教
育
研
究
推
進
費

Q	

道
徳
教
育
指
定
研
究
事
業
の

実
施
校
が
六
合
中
学
校
区
の

３
校
と
な
っ
た
経
緯
は
。

A	

県
教
育
委
員
会
か
ら
市
の
教

育
実
践
が
評
価
さ
れ
、
実
績

が
あ
り
実
践
し
や
す
い
と
い

う
こ
と
で
選
ば
れ
た
。

●
販
路
開
拓
事
業
費

Q	

当
初
予
算
の
倍
以
上
の
補
正

額
だ
が
、
費
用
対
効
果
は
。

A	

成
約
件
数
と
と
も
に
契
約
金

額
を
指
標
と
し
て
把
握
す
る
。

●
温
泉
施
設
基
金
新
規
積
立
金

Q	

こ
の
積
立
金
は
、
ホ
テ
ル
と

川
根
町
温
泉
か
ら
の
寄
附
か
。

A	

川
根
温
泉
ホ
テ
ル
か
ら
４
５

５
万
円
、
川
根
町
温
泉
か
ら

１
４
０
０
万
円
を
利
益
か
ら

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
。

●
木
造
住
宅
耐
震
補
強
助
成
事
業

Q	

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
率
は
。

A	

補
強
率
は
74
・
４
％
で
あ
る
。

Q	

木
造
１
軒
あ
た
り
10
万
円
の

上
乗
せ
だ
が
、
耐
震
補
強
率

を
上
げ
る
対
策
も
必
要
で
は
。

A	
自
治
推
進
委
員
経
由
の
告
知

と
と
も
に
、
戸
別
訪
問
に
よ

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算
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個人番号カード発行受付コーナー

個
人
番
号
カ
ー
ド

　
　
　
　
　

発
行
は
迅
速
に
！

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
務
経
費

Q	

個
人
番
号
カ
ー
ド
発
行
の
状

況
は
。

Q	

市
民
会
館
解
体
工
事
状
況
は
。

A	

周
辺
住
民
要
望
に
施
工
業
者

と
対
応
し
、
契
約
期
間
の
11

月
上
旬
に
完
了
す
る
見
通
し
。

Q	

条
例
改
正
の
理
由
は
。

A	

わ
が
ま
ち
特
例
の
対
象
が
拡

大
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、特
例

割
合
を
規
定
す
る
こ
と
で
あ

る
。

Q	

市
内
の
特
例
実
績
は
。

A	

新
築
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
賃
貸
借
住
宅
で
、
５
年
間

固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
る

特
例
が
２
件
あ
る
。

A	

６
月
10
日
現
在
、
受
付
件
数

７
３
９
９
件
の
う
ち
、
52
・

７
％
の
３
９
８
９
枚
が
交
付

済
で
あ
る
。

Q	
紛
失
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
。

A	

個
人
番
号
カ
ー
ド
紛
失
１
件
、

通
知
カ
ー
ド
紛
失
が
平
成
27

年
度
で
は
１
３
４
件
、
平
成

28
年
度
で
は
39
件
で
あ
る
。

市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
・
都
市
計
画
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

そ
の
他
の
報
告

総
務
生
活
常
任

員
委

会

　
平
成
28
年
度
か
ら
消
防
業
務
を
静
岡
市
に
委
託
し
た
こ
と
に
よ
り
、

委
員
会
の
名
称
を
「
総
務
消
防
常
任
委
員
会
」
か
ら
変
更
し
ま
し
た
。

意
見
書
１
件
を
採
択
し
ま
し
た

　
地
方
議
会
は
、
そ
の
自
治
体
の
公
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
、
次
の
１
件
の
意
見
書
を
採
択
し
、
国

会
お
よ
び
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

※
提
出
し
た
意
見
書
の
全
文
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
市
役
所
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
主
旨
）

　

•

国
道
１
号
バ
イ
パ
ス
（
藤
枝
～
金
谷
）

の
４
車
線
化
早
期
完
成

　

•

東
光
寺
Ｉ
Ｃ
を
浜
松
方
面
へ
も
利
用
で

き
る
よ
う
、
フ
ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

化
整
備

国
道
１
号
「
藤
枝
バ
イ
パ
ス
」
及
び

「
島
田
金
谷
バ
イ
パ
ス
」
４
車
線
化
の

早
期
完
成
に
関
す
る
意
見
書



A
Q
&

地
域
医
療
条
例
の
制
定
を
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一
般
質
問

Q	

避
難
計
画
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が

浜
岡
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
る
担
保

と
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

A	

当
初
か
ら
、
我
々
は
そ
う
い
っ
た
こ

と
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。

Q	

地
域
医
療
を
守
る
条
例
を
制
定
す
る

よ
う
要
望
し
た
が
、
現
状
は
い
か
に
。

A	

市
民
・
関
係
機
関
・
行
政
と
の
協
働
、

医
療
と
介
護
の
連
携
の
内
容
も
含
め

て
、
今
年
度
末
ま
で
に
策
定
し
た
い
。

Q	

島
田
市
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画

が
策
定
さ
れ
た
。
市
が
放
射
能
汚
染

を
強
く
受
け
る
可
能
性
が
強
い
の
は

南
か
ら
の
風
が
吹
く
時
だ
が
、
同
様

な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
静
岡
市
等
を

避
難
先
に
指
定
し
た
理
由
は
何
か
。

A	

浜
岡
原
発
を
ま
た
い
で
の
避
難
を
避

け
る
た
め
、
島
田
市
な
ど
は
東
側
に

避
難
先
を
定
め
た
。

Q	

浜
岡
原
発
の
放
射
線
監
視
セ
ン
タ
ー

で
の
観
測
デ
ー
タ
で
、
年
間
に
南
風
、

西
風
が
吹
く
の
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

A	

南
・
南
南
西
・
南
西
合
わ
せ
て
全
体

の
吹
く
回
数
の
中
で
10
％
強
、
西
風

に
つ
い
て
は
年
間
約
26
％
で
あ
る
。

Q	

西
風
が
吹
け
ば
伊
豆
半
島
が
汚
染
さ

れ
る
確
率
の
方
が
大
き
い
。
そ
こ
が

避
難
先
と
い
う
の
も
お
か
し
い
。
風

向
き
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A	
広
域
避
難
計
画
と
い
う
の
は
市
単
独

で
作
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
国
・
県

と
連
携
し
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
、
逐
次
対
応
で
き
る
よ
う
な

も
の
に
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

市
長
に
質た

だ

す
！

津波と原発事故災害（福島・浪江町） 森
もり
　伸
しん
一
いち
	議員

実
効
性
の
あ
る

	

原
子
力
災
害
避
難
計
画
に

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。

　
島
田
市
議
会
６
月
定
例
会
で
は
、
各
議
員
に
よ
る
個
人
質
問
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
質
問
を
行
な
っ
た
全
議
員
が
一
問
一
答
方
式
（
議

員
が
一
つ
の
質
問
し
、
市
長
等
も
一
つ
ず
つ
答
弁
す
る
方
式
）
を
選
択
し
、

質
問
と
答
弁
の
双
方
で
50
分
の
制
限
時
間
内
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
議
員
16
人
の
個
人
質
問
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
あ
な
た
が
興
味
を
持
っ
た
質
問
は
あ
り
ま
す
か
？

※
一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会
議
録
と
録
画
映
像
は
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
録
画
映
像
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。



Q	

観
光
交
流
人
口
が
増
え
る
こ
と
に
よ

る
経
済
効
果
は
あ
る
か
。

A	

宿
泊
や
観
光
施
設
以
外
で
も
、飲
食・

お
土
産
・
交
通
機
関
の
利
用
等
、
経

済
効
果
は
あ
る
。

Q	

観
光
協
会
が
事
業
に
追
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
観
光
交
流
人
口
を
増
や
し

て
い
く
中
で
、
協
会
に
観
光
業
の
プ

ロ
を
置
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

A	

人
材
が
無
い
こ
と
が
一
番
の
問
題
で

あ
る
。
市
の
観
光
課
に
は
専
門
職
を

置
い
て
い
る
が
、
観
光
協
会
に
は
専

門
の
人
材
を
雇
う
余
裕
が
無
い
。

Q	

様
々
な
祭
・
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
若

者
の
参
画
の
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。

A	

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
若
者
の

参
画
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
や
地
域
活
性
化
を
図
る
上
で
大
変

重
要
で
あ
る
。
郷
土
を
愛
す
る
気
持

ち
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
観
点
か

ら
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

Q	

若
者
の
力
を
引
き
出
す
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
。

A	

若
手
商
業
者
の
「
シ
マ
ア
ツ
」、
お

し
ゃ
れ
ボ
ー
イ
ズ
の
「
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
」、
川
根
町
青
年
団
の
「
天

王
山
ラ
イ
ブ
」・「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
に
対
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
支

援
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
の
事
業
に

対
し
て
若
者
の
参
画
・
協
力
を
求
め

て
い
る
。

Q	

活
動
支
援
の
中
で
行
政
の
物
差
し
で

な
く
、
若
者
が
活
動
し
や
す
い
環
境

を
作
る
べ
き
で
は
。

A	

民
間
が
や
り
や
す
い
よ
う
に
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
が
行
政
の
仕
事
、
と

考
え
る
。

毎年800人強の集客力の青年音楽イベント

有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
図
り
た
い
。

Q	

ボ
ー
ル
ペ
ン
1
本
か
ら
公
共
事
業
ま

で
、
市
の
発
注
事
業
は
全
て
市
内
業

者
に
と
言
っ
て
き
た
が
、
今
回
も
消

防
ポ
ン
プ
の
入
札
が
不
調
に
な
っ
た
。

ポ
ン
プ
が
異
常
に
高
い
か
ら
だ
。
ポ

ン
プ
と
車
を
分
離
発
注
す
べ
き
だ
。

A	

分
離
発
注
も
含
め
市
内
の
業
者
が
受

注
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

Q	

昨
年
鹿
児
島
を
視
察
し
て
き
た
。
茶

業
の
不
振
は
全
国
的
だ
。
特
に
静
岡

県
は
、
福
島
原
発
事
故
・
そ
し
て
新

茶
直
前
に
行
っ
た
消
費
税
増
税
が
今

な
お
響
い
て
お
り
、
深
刻
な
状
況
だ
。

A	

今
年
は
凍
霜
害
も
無
く
高
品
質
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
費
が
低

迷
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q	

低
迷
す
る
茶
業
の
振
興
を
図
る
に
は
、

茶
園
や
荒
茶
工
場
な
ど
生
産
現
場
だ

け
で
な
く
、
出
口
で
あ
る
販
売
・
茶

商
へ
の
支
援
も
必
要
だ
。

A	

茶
業
振
興
協
会
を
通
じ
、
海
外
見
本

市
へ
の
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
・
試
飲
販

売
な
ど
、
広
報
宣
伝
活
動
を
行
う
。

Q	

輸
出
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
職
員
を

配
置
し
、
海
外
の
販
路
拡
大
に
向
け

た
指
導
を
す
べ
き
だ
。

A	
今
後
、
専
門
家
の
配
置
を
考
え
る
。

Q	
試
飲
販
売
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
行
政
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
収
集
し
、

茶
商
に
伝
達
す
べ
き
だ
。
試
飲
販
売

の
経
費
の
助
成
も
必
要
だ
。

A	

茶
業
振
興
協
会
を
通
し
て
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
と
販
売
促
進
の
補
助
事
業
も

販売対策が急務な茶業

消
防
自
動
車
は
市
内
業
者
で
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大
おお
石
いし
節
せつ
雄
お
	議員

八
や
木
ぎ
伸
のぶ
雄
お
	議員

茶
業
振
興
に
は

販
売
対
策
の
強
化
を

観
光
振
興
に
は
、

若
者
の
役
割
が
大
き
い

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。



次
世
代
の
負
担
が
心
配
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※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

い
る
施
設
で
は
、
事
業
者
の
負
担
増

に
つ
な
が
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。

Q	

今
後
に
期
待
し
て
よ
い
か
。

A	

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か

研
究
し
て
い
き
た
い
。

Q	
企
業
誘
致
に
加
え
、
市
有
地
や
市
有

物
件
を
譲
渡
し
て
起
業
者
の
公
募
を

行
い
、
市
の
活
性
化
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

A	

実
現
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

A	

４
０
０
０
万
円
は
か
か
る
。

Q	

新
市
民
病
院
の
建
設
予
算
２
４
７
億

円
、
借
金
返
済
ギ
リ
ギ
リ
額
を
な
ぜ

業
者
に
先
に
示
し
た
の
か
。

A	

計
画
段
階
で
の
費
用
を
出
し
た
。

Q	

災
害
で
市
民
病
院
が
傾
い
た
ら
、
国

か
ら
修
繕
の
補
助
金
は
出
る
の
か
。

A	

耐
え
ら
れ
る
建
設
を
す
る
。

Q	

島
田
市
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
を
使

い
、
公
共
物
へ
の
広
告
掲
載
を
行
っ

て
は
い
か
が
か
。

A	

本
庁
舎
正
面
玄
関
総
合
案
内
所
に
設

置
し
た
広
告
付
き
案
内
表
示
板
や
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
等

に
よ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
や
経
費

節
減
に
努
め
て
い
る
。

Q	

市
の
封
筒
に
広
告
を
入
れ
、
封
筒
作

成
費
用
を
削
減
す
る
取
り
組
み
は
。

A	

他
市
の
事
例
を
こ
れ
か
ら
研
究
し
て
、

情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Q	

一
部
の
公
用
車
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告

を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
大
き
な
広
告

収
入
に
な
る
が
、
い
か
が
か
。

A	

先
進
事
例
の
情
報
を
集
め
て
研
究
し

て
い
き
た
い
。

Q	

自
主
財
源
確
保
の
取
り
組
み
に
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
が
あ
る
が
、
島

田
市
の
取
り
組
み
状
況
は
い
か
が
か
。

A	

ま
だ
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
は
無
い
。

Q	

事
業
化
さ
れ
て
い
な
い
要
因
は
。

A	

選
定
施
設
に
、
あ
る
程
度
の
認
知
度

が
無
い
と
応
募
が
見
込
め
な
い
こ
と

や
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

Q	

過
去
３
年
間
の
人
口
推
移
は
ど
う
か
。

A	

年
間
５
０
０
人
以
上
が
減
少
し
て
い

る
。

Q	

人
口
流
出
に
つ
い
て
４
月
の
推
移
は
。

志
太
榛
原
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

A	

４
月
の
人
口
減
は
志
太
榛
原
・
中
東

遠
で
、
最
も
減
少
し
て
い
た
。

Q	

近
隣
で
人
口
流
出
ワ
ー
ス
ト
と
い
う

こ
と
だ
が
、
藤
枝
市
は
ど
う
か
。

A	

藤
枝
市
は
２
１
８
人
増
え
て
い
る
。

Q	

若
者
が
流
出
す
る
理
由
は
何
か
。

A	

大
学
入
学
、
就
職
等
が
考
え
ら
れ
る
。

Q	

そ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。
自

信
の
あ
る
政
策
は
何
か
。

A	

に
ぎ
わ
い
創
出
、
子
育
て
支
援
な
ど

胸
を
張
っ
て
行
っ
て
い
る
。

Q	

Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
率
は
。

A	

デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
な
い
。

Q	

若
者
に
投
資
し
な
い
と
流
出
す
る
。

A	
若
者
を
応
援
し
て
世
代
交
代
に
つ
な

げ
た
い
。

Q	「
若
者
に
投
資
し
な
い
と
流
出
す
る
」

と
何
度
で
も
言
う
。
金
谷
小
学
校
の

体
育
館
の
雨
漏
り
。
子
供
た
ち
は
見

て
い
る
。
し
っ
か
り
直
す
べ
き
で
は
。

自主財源の一翼を担う市民課案内板

若い力無しで活性化は厳しい。市は危機感を

平
ひら
松
まつ
吉
よし
祝
のり
	議員

青
あお
山
やま
真
まさ
虎
とら
	議員

人
口
流
出
ワ
ー
ス
ト

	

原
因
は
何
か
！

自
主
財
源
確
保
に	奔ほ
ん

走そ
う

せ
よ
！
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Q	

以
前
陸
上
競
技
場
と
し
て
整
備
し
た

伊
太
田
代
の
土
地
の
提
供
は
可
能
か
。

A	

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
元
住
民
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
立
地
条
件
や
自
然
環
境
な
ど

を
考
慮
し
、
整
備
の
方
向
性
を
検
討

し
て
い
く
。

Q	

蓬
莱
橋
お
休
み
処
整
備
事
業
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A	

国
土
交
通
省
の
河
川
法
関
連
の
手
続

き
の
後
に
補
正
予
算
を
計
上
し
、
今

年
度
中
に
建
設
に
着
手
し
た
い
。

Q	

市
内
の
有
志
が
馬
術
ク
ラ
ブ
を
立
ち

上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
事
業
の
経

営
理
念
で
は
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
を
通
じ

て
地
域
活
性
化
と
地
域
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
貢
献
す
る
と
謳う
た

っ
て
い
る
。

私
た
ち
が
暮
ら
す
島
田
市
は
、
こ
の

先
２
０
６
０
年
に
は
高
齢
化
・
少
子

化
の
進
展
や
人
口
構
造
変
化
に
伴
う

地
域
力
の
低
下
、
並
び
に
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
な
ど
が
予
想
さ
れ
、
地

域
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。　

市
の
島
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
へ
の

協
力
と
し
て
、
乗
馬
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
通
じ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

国
体
を
目
指
す
若
者
の
流
入
、
ふ
れ

あ
い
教
育
を
通
じ
て
の
子
育
て
支
援
、

ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
に
よ
る
健
康
長
寿

な
ど
の
面
か
ら
、
地
域
連
携
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
。

こ
の
事
業
の
提
起
に
対
し
て
、
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A	

理
念
に
賛
同
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

島
田
市
に
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。

Q	

映
画
祭
を
主
催
す
る
ふ
る
さ
と
大

使
・
別
所
哲
也
氏
と
の
協
力
は
。

A	

川
越
街
道
な
ど
を
利
用
し
た
シ
ョ
ー

ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
を

計
画
し
て
い
る
。

Q	
市
外
在
住
者
と
の
関
わ
り
の
拡
大
は
。

A	
ふ
る
さ
と
住
民
票
制
度
を
研
究
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
人
な
ど
に
継

続
的
に
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

Q	

女
性
議
会
の
今
後
の
開
催
は
。

A	

現
職
女
性
議
員
の
協
力
を
お
願
い
し
、

本
年
度
も
開
催
す
る
。

Q	

事
業
仕
分
け
の
終
了
の
理
由
は
。

A	

市
民
参
加
の
行
財
政
運
営
の
健
全
化

に
一
定
の
成
果
が
出
た
。
今
後
も
市

民
参
加
で
き
る
行
政
評
価
手
法
を
導

入
し
て
い
く
。

Q	

自
治
基
本
条
例
は
平
成
28
年
度
内
で

の
制
定
を
目
指
す
の
か
。

A	

最
高
規
範
性
を
含
め
十
分
な
検
討
時

間
が
必
要
で
あ
り
、
未
定
で
あ
る
。

Q	

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
に
基
づ
く

支
援
の
結
果
は
。

A	

障
害
者
支
援
団
体
10
事
業
所
に
10
課

が
15
の
業
務
を
発
注
し
、
浜
松
市
に

次
ぐ
第
２
位
と
な
っ
て
い
る
。

Q	

富
士
山
静
岡
空
港
利
活
用
の
取
り
組

み
は
。

A	

県
と
連
携
し
、
市
民
が
利
用
し
や
す

い
フ
ラ
イ
ト
時
間
を
航
空
会
社
に
働

き
か
け
る
。

Q	

市
長
公
約
は
い
つ
示
さ
れ
た
も
の
か
。

A	

選
挙
の
際
、
取
り
組
む
も
の
と
し
て

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

どうなる？　伊太田代の陸上競技場予定地

鳥取県日野町が発行する「ふるさと住民票」

島
田
市
内
に

乗
馬
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
！

清
し
水
みず
唯
ただ
史
し
	議員

福
ふく
田
だ
正
ただ
男
お
	議員

ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
を
市
外
に

市
長
公
約
の
成
果
を
問
う
！
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Q	

本
市
の
都
市
計
画
区
域
は
、
非
線
引

き
（
都
市
計
画
区
域
内
の
用
途
地
域

の
指
定
の
な
い
区
域
）
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
上
手
に
生
か
す
方
法
で
、

土
地
利
用
の
転
換
（
ま
ち
づ
く
り
）

や
規
制
緩
和
が
図
れ
な
い
か
。

A	

非
線
引
き
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た

方
策
を
進
め
る
。

Q	

農
地
転
用
は
難
し
い
課
題
で
あ
る
。

課
題
解
決
に
向
け
て
、
都
市
計
画
区

域
内
外
の
白
地
地
域
の
山
林
や
原
野

等
に
あ
ら
か
じ
め
代
替
え
農
地
を
確

保
し
、
そ
れ
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た

相
当
面
積
を
用
途
地
域
に
振
り
向
け
、

土
地
利
用
の
促
進
が
図
れ
な
い
か
。

A	

有
利
な
施
策
材
料
に
な
る
。

Q	

耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
て
い
る
。
基

盤
整
備
事
業
を
進
め
、
そ
れ
に
よ
る

創
設
非
農
地
を
事
業
用
地
と
し
て
処

分
し
て
清
算
す
る
と
か
、
改
正
農
地

法
を
生
か
し
た
土
地
の
リ
ー
ス
方
式

を
活
用
し
、
企
業
参
入
を
促
進
さ
せ

土
地
利
用
の
見
直
し
を
図
る
な
ど
、

適
正
な
農
地
保
全
が
で
き
な
い
か
。

Q	

市
が
目
指
す
「
こ
れ
か
ら
の
観
光
産

業
振
興
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

A	

情
報
収
集
力
や
情
報
発
信
力
を
活
用

し
、
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
や
体

験
メ
ニ
ュ
ー
の
構
築
を
行
い
、
地
域

内
で
の
観
光
客
の
周
遊
・
宿
泊
・
リ

ピ
ー
ト
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。

Q	「
中
部・志
太
榛
原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
と
は
何

か
。

A	「
中
部
圏
に
ど
の
よ
う
に
し
て
人
を

呼
ん
で
く
る
か
」
を
研
究
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
等
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
そ

れ
ら
を
結
び
付
け
、
こ
の
地
域
だ
け

で
完
結
す
る
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
組
ん

で
い
く
な
ど
、
そ
の
た
め
の
情
報
収

集
を
す
る
事
業
で
あ
る
。

Q	

交
通
弱
者
と
は
ど
の
よ
う
な
人
か
。

A	

バ
ス
、
鉄
道
、
タ
ク
シ
ー
と
い
っ
た

公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
制
約
さ
れ

て
い
る
人
、
ま
た
、
自
ら
移
動
手
段

を
持
た
な
い
人
の
こ
と
を
い
う
。

Q	

島
田
市
に
お
い
て
、
交
通
弱
者
と
言

わ
れ
る
人
の
交
通
手
段
は
何
な
の
か
。

A	

他
市
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
助
け
合

い
に
よ
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
実
例
が

あ
る
。
地
域
の
皆
様
の
力
を
お
借
り

し
て
、
交
通
弱
者
に
対
す
る
移
動
手

段
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

新たな土地利用の可能性を持つ大津地区

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
！

避
難
所
の
耐
震
性
は
ど
う
か

島
田
市
の
観
光
産
業
を

盛
り
上
げ
よ
う
！

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は

目
先
に
あ
る

佐
さ
野
の
義
よし
晴
はる
	議員

A	

農
業
振
興
上
、
必
要
な
事
業
で
あ
り

地
権
者
の
同
意
を
得
て
進
め
る
。

杉
すぎ
野
の
直
なお
樹
き
	議員

Q	

熊
本
地
震
を
教
訓
と
し
て
、
各
自
主

防
災
会
の
第
一
避
難
所
と
な
っ
て
い

る
学
校
体
育
館
（
小
・
中
・
高
）
で
、

不
都
合
の
あ
る
施
設
は
あ
る
か
。

A	

国
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
耐
震

性
に
劣
る
施
設
は
無
い
。
た
だ
、
東

海
地
震
を
想
定
し
た
場
合
に
は
、
や

や
劣
る
体
育
館
が
３
施
設
あ
る
。

DMOに必要な３つの要素
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田
代
に
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

A	

勤
務
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、

超
過
勤
務
時
間
が
月
80
時
間
を
越
え

て
い
る
教
職
員
も
い
る
。

Q	

市
の
予
算
で
行
っ
て
い
る
支
援
体
制

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A	

53
人
の
支
援
員
と
そ
の
他
に
31
人
が
、

教
職
員
を
支
援
し
て
い
る
。

Q	

多
忙
化
に
対
し
、
現
在
の
支
援
は
満

足
で
き
る
体
制
で
あ
る
か
。

A	

充
足
率
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は
無
い

が
、
で
き
る
だ
け
長
く
子
ど
も
た
ち

に
接
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

Q	

市
内
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
実
情

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A	

急
傾
斜
地
４
２
９
カ
所
、
土
石
流
１

５
６
カ
所
が
警
戒
区
域
で
あ
る
。

Q	

災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た
後
、

対
策
を
す
れ
ば
指
定
区
域
か
ら
除
外

さ
れ
る
の
か
。

A	

地
形
の
形
状
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、

指
定
は
変
わ
ら
な
い
。

Q	

特
に
危
険
な
箇
所
で
あ
る
特
別
警
戒

区
域
内
の
住
居
は
ど
の
程
度
あ
る
か
。

A	

危
険
箇
所
が
４
０
０
カ
所
あ
る
の
で
、

過
去
の
統
計
か
ら
類
推
す
る
と
、
８

０
０
戸
程
度
あ
る
と
考
え
る
。

Q	

５
月
に
発
生
し
た
伊
久
美
地
区
の
土

砂
災
害
で
は
、
長
期
間
通
行
止
め
が

続
い
た
。
被
災
地
の
孤
立
を
防
ぐ
道

路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
ど
う
か
。

A	
林
道
京き

ょ
う

柱ば
し
ら

線
の
工
事
進し

ん
捗ち

ょ
く

率り
つ

が
50
％

で
、
平
成
32
年
度
完
成
の
見
込
み
。

Q	

教
職
員
の
勤
務
実
態
は
、
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。

Q	

島
田
大
祭
の
年
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
の
好

機
と
し
、
来
訪
者
へ
の
案
内
情
報
機

能
強
化
と
し
て
、
電
光
表
示
機
大
型

ビ
ジ
ョ
ン
の
設
置
の
考
え
は
。

A	

レ
ン
タ
ル
費
用
が
高
額
の
た
め
導
入

は
難
し
い
。
前
回
同
様
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
を
利
用
し
た
位
置
情
報
サ
ー
ビ

ス
や
50
イ
ン
チ
モ
ニ
タ
の
設
置
と
更

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
を
検
討
。

Q	

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
積

極
的
に
需
要
を
喚
起
す
る
考
え
は
。

A	

補
助
制
度
の
活
用
を
促
し
、
事
業
者

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
支
援
し
て
い
く
。

Q	

長
年
の
懸
案
で
あ
る
「
ぴ
ー
フ
ァ
イ

ブ
」
１
階
部
分
の
公
共
的
利
用
を
検

討
し
、
賑
わ
い
創
出
を
図
る
考
え
は
。

A	

施
設
の
特
性
を
生
か
し
た
貸
し
ス
タ

ジ
オ
等
の
音
楽
関
連
施
設
を
有
力
候

補
と
し
、
来
春
以
降
に
活
用
し
た
い
。

Q	

河
川
敷
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
ト
イ
レ

や
更
衣
室
の
環
境
改
善
策
は
。

A	

ト
イ
レ
は
課
題
。
更
衣
室
は
貸
し
出

し
簡
易
テ
ン
ト
で
の
対
応
を
検
討
。

Q	

横
井
の
サ
ッ
カ
ー
場
整
備
は
。

A	

現
状
維
持
の
整
備
に
努
め
る
。

Q	

田
代
の
郷
整
備
計
画
は
公
益
目
的
か

ら
、
競
技
人
口
や
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

度
、
市
民
の
需
要
を
基
本
と
し
、
隣

接
の
伊
太
和
里
の
湯
と
一
帯
と
な
っ

た
施
設
利
用
の
一
つ
と
し
て
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
と
考
え
る
。
市
の
最

終
方
針
決
定
に
あ
た
り
、
第
三
者
委

員
会
の
設
置
の
考
え
は
。

A	

庁
内
で
、
今
年
中
に
的
確
に
判
断
。

５月に伊久美地区で発生した土砂災害の現場

公的な利活用が予定されるぴーファイブ1階

今
後
ど
う
す
る
？

土
砂
災
害
警
戒
区
域

藤
ふじもと
本善
よし
男
お
	議員

空
ス
ペ
ー
ス
を
公
的
活
用
し

賑
わ
い
創
出

村
むら
田
た
千
ち
鶴
づ
子
こ
	議員

学
校
現
場
多
忙
化
の
原
因
は
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一
会
期
中
に
上
程
し
審
議
す
る
こ
と

は
、
あ
ま
り
に
短
か
過
ぎ
な
い
か
。	

何
か
工
夫
は
な
い
の
か
。

A	

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
集
約
後
最

終
案
を
提
示
す
る
の
で
、
会
期
中
に

審
議
し
て
ほ
し
い
。

Q	
私
は
、
継
続
審
議
を
頭
に
入
れ
て
い

る
。
こ
の
条
例
案
の
担
当
部
署
の
職

員
も
含
め
た
有
志
の
議
員
に
よ
る
研

究
会
を
設
置
す
る
考
え
は
無
い
か
。

A	

議
員
が
発
案
実
施
す
る
な
ら
、
一
緒

に
や
る
こ
と
は
で
き
る
。

Q	

情
報
保
管
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
現
状

は
ど
う
か
。

A	

住
民
情
報
等
の
重
要
な
デ
ー
タ
は
、

シ
ス
テ
ム
障
害
や
災
害
等
に
よ
り
消

失
等
、
万
一
の
事
態
が
発
生
し
た
場

合
に
備
え
、
迅
速
に
シ
ス
テ
ム
の
復

旧
を
行
い
、
市
役
所
業
務
を
早
期
に

再
開
す
る
た
め
、
定
期
的
に
デ
ー
タ

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
、
安
全
に
保

管
を
し
て
い
る
。

Q	

農
業
振
興
地
域
整
備
の
法
律
が
昭
和

44
年
に
施
行
後
、
農
家
の
世
代
も
変

わ
り
社
会
構
造
も
大
き
く
変
化
し
た

が
、
農
振
除
外
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く

農
家
は
頭
を
痛
め
て
い
る
。
農
振
除

外
の
相
談
は
毎
年
ど
の
く
ら
い
か
。

A	

１
０
０
件
超
の
相
談
が
あ
り
、
約
30

件
が
除
外
適
用
ま
た
は
申
請
を
し
た
。

Q	

地
す
べ
り
区
域
に
住
ん
で
い
る
農
家

は
深
刻
で
、
平
ら
で
安
全
に
暮
ら
せ

る
土
地
が
あ
り
な
が
ら
、
農
振
が
か

か
っ
て
い
る
た
め
家
が
建
て
ら
れ
な

い
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

A	

農
振
除
外
の
要
件
は
い
く
つ
か
あ
る

が
、
窓
口
と
し
て
で
き
る
限
り
希
望

に
沿
う
よ
う
対
応
し
た
い
。

Q	

土
地
利
用
計
画
は
10
年
先
を
見
通
し

て
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

A	

国
県
と
協
議
し
な
が
ら
、
将
来
に
わ

た
る
計
画
を
立
て
て
い
く
。

Q	

多
く
の
人
が
何
年
も
か
け
て
素
案
を

作
っ
て
い
る
こ
の
重
要
な
条
例
案
を
、

Q	

熊
本
地
震
で
、
本
庁
舎
倒
壊
の
危
険

か
ら
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
自
治
体

が
熊
本
県
内
で
５
自
治
体
ほ
ど
あ
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
庁
舎
・
市
民

会
館
の
建
設
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A	

改
め
て
庁
舎
機
能
の
重
要
性
を
認
識

し
た
。
現
在
、
新
病
院
建
設
事
業
の

基
本
設
計
が
始
ま
り
、
新
病
院
建
設

事
業
が
基
本
計
画
で
想
定
し
た
事
業

規
模
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
事
業
化
出

来
る
目
途
が
立
て
ば
、
老
朽
化
し
た

本
庁
舎
や
解
体
に
着
手
し
た
旧
市
民

会
館
の
機
能
の
再
生
に
向
け
た
検
討

を
改
め
て
具
体
化
さ
せ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Q	

合
併
特
例
債
を
利
用
し
て
、
期
限
内

の
平
成
32
年
ま
で
に
庁
舎
を
建
て
替

え
る
こ
と
は
可
能
か
。

A	

制
度
的
に
は
適
用
は
可
能
だ
と
考
え

て
い
る
。

地すべり区域の表示板と隣接する民家

発災後事業継続は可能か？（益
まし

城
き

町役場）

熊
本
地
震
を
踏
ま
え

庁
舎
建
設
の
考
え
は

「
頭
痛
に
農ノ

ー

振シ
ン

」
は
共
通
語
？

自
治
基
本
条
例
は
慎
重
に

情
報
は
大
丈
夫
か
？

山
やま
本
もと
孝
たか
夫
お
	議員

伊
い
藤
とう
　孝
たかし
	議員
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A	

４
月
時
点
で
一
部
の
ク
ラ
ブ
が
定
員

を
超
え
た
た
め
、
緊
急
措
置
と
し
て

教
室
の
一
部
や
隣
接
施
設
の
会
議
室

な
ど
を
借
用
す
る
こ
と
に
よ
り
受
け

入
れ
を
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
受
け

入
れ
困
難
な
ク
ラ
ブ
が
９
箇
所
、
31

人
の
児
童
が
待
機
し
て
い
る
。

Q	

定
員
を
超
え
て
受
け
入
れ
て
い
る
ク

ラ
ブ
の
増
設
計
画
は
ど
う
か
。

A	

今
年
度
初
倉
南
小
学
校
で
拡
張
工
事

を
実
施
し
、
定
員
を
30
人
か
ら
54
人

に
す
る
。
来
年
度
は
島
田
第
一
小
学

校
で
の
増
設
を
予
定
し
て
い
る
。

Q	

こ
の
夏
計
画
さ
れ
て
い
る
「
平
和
の

つ
ど
い
」
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

A	

島
田
空
襲
被
爆
者
慰
霊
の
つ
ど
い
、

平
和
祈
念
式
典
、
戦
争
と
平
和
に
関

す
る
展
示
の
３
事
業
だ
。

Q	

平
和
祈
念
式
典
の
講
演
内
容
は
何
か
。

A	

島
田
市
出
身
で
フ
ラ
ン
ス
を
拠
点
に

平
和
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
美
帆
シ

ボ
さ
ん
の
「
つ
る
に
の
っ
て
」
の
講

演
を
予
定
し
て
い
る
。

Q	

広
島
・
長
崎
で
行
わ
れ
る
平
和
式
典

に
中
学
生
を
派
遣
す
る
事
業
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

A	

そ
れ
よ
り
も
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る

平
和
祈
念
事
業
に
よ
り
多
く
の
児
童

生
徒
が
関
わ
る
こ
と
で
、
戦
争
の
悲

惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

Q	

公
設
・
民
設
合
わ
せ
て
17
箇
所
あ
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
の

実
態
は
ど
う
か
。

Q	

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
が
増

額
さ
れ
、
新
た
に
自
治
会
活
動
推
進

手
数
料
を
設
け
た
が
、
減
額
に
な
っ

た
補
助
金
も
あ
る
。
対
策
は
あ
る
か
。

A	
平
成
18
年
度
に
設
け
た
自
治
会
活
動

活
性
化
事
業
費
補
助
金
が
あ
っ
た
が
、

合
併
10
年
経
過
で
減
額
し
た
。
県
市

町
村
振
興
協
会
の
補
助
金
を
紹
介
し

申
請
手
続
き
も
説
明
し
て
い
る
。

Q	

金
谷
庁
舎
（
旧
金
谷
町
役
場
）
を
残

す
方
法
を
、
な
ぜ
検
討
し
な
か
っ
た

の
か
。

A	

平
成
21
年
３
月
、
島
田
市
総
合
計
画

に
お
い
て
解
体
し
て
住
民
福
祉
に
資

す
る
新
た
な
施
設
を
整
備
す
る
方
針
。

さ
ら
に
平
成
26
年
３
月
に
後
期
基
本

計
画
の
中
で
、
総
合
的
に
検
討
を
進

め
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

Q	

金
谷
庁
舎
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、

寂
し
い
思
い
、
や
り
き
れ
な
い
思
い

が
怒
り
と
な
っ
て
い
る
。
市
長
が
自

ら
説
明
を
す
べ
き
で
あ
る
。

A	

今
、
自
治
会
を
回
る
車
座
ト
ー
ク
を

行
な
っ
て
い
る
。
金
谷
地
区
市
民
の

思
い
を
受
け
て
、
市
長
の
考
え
を
し

っ
か
り
説
明
す
る
考
え
で
あ
る
。

Q	

金
谷
庁
舎
跡
地
に
北
支
所
と
南
支
所

を
統
合
す
る
と
示
し
た
が
、
合
併
特

例
債
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
あ
る
か
。

A	

施
設
の
設
置
目
的
で
あ
る
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
と
し
て
両
施
設
が
存
続
さ

れ
れ
ば
、
合
併
特
例
債
の
返
還
は
生

じ
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

アニメ「つるにのって～ともこの冒険～」

金谷町最後の議会記念（平成17年3月13日）

地
域
活
性
化
に
対
す
る
支
援

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
対
策
は

平
和
都
市
宣
言
を

生
か
し
た
取
り
組
み
を

金
谷
庁
舎
は

金
谷
地
域
の｢

心｣

の
存
在
！

仲
なか
田
だ
裕
ゆう
子
こ
	議員

桜
さくら
井
い
洋
よう
子
こ
	議員

Ⓒ虫プロダクション
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Q	

神
座
の
オ
レ
ン
ジ
タ
ウ
ン
の
販
売
区

画
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A	

総
数
１
０
３
区
画
で
、
残
り
は
27
区

画
で
あ
る
。

Q	

販
売
価
格
の
推
移
は
。

A	

坪
平
均
19
万
８
０
０
０
円
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
10
万
９
０
０
０
円
と
な

っ
て
い
る
。

Q	

売
れ
残
り
が
あ
る
原
因
は
。

A	

一
区
画
あ
た
り
の
坪
数
が
大
き
い
こ

と
と
、
民
間
事
業
者
が
手
ご
ろ
な
面

積
で
宅
地
開
発
を
し
て
い
る
こ
と
。

Q	

維
持
管
理
に
、
毎
年
ど
の
程
度
費
用

が
か
か
っ
て
い
る
か
。

A	

借
入
利
息
と
空
き
地
の
管
理
で
91
万

円
ほ
ど
で
あ
る
。

Q	

区
画
の
見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

A	

ど
れ
ぐ
ら
い
販
売
効
果
が
あ
る
か
と

い
う
こ
と
を
見
な
が
ら
、
検
討
課
題

と
す
る
。

Q	

市
内
で
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
予
定

は
。

A	

島
田
球
場
の
改
修
と
、
伊
太
田
代
の

郷
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

Q	

種
目
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
ス
ポ

ー
ツ
は
あ
る
か
。

A	

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
力
を
い

れ
て
い
る
。

Q	
施
設
の
予
約
を
せ
ず
と
も
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
公

園
を
整
備
で
き
な
い
か
。

A	

公
園
法
や
河
川
法
、
近
隣
住
民
へ
の

配
慮
等
、
条
件
を
考
え
て
検
討
し
た

い
。

残り27区画の早期完売を！

ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入
れ
よ
う

オ
レ
ン
ジ
タ
ウ
ン
の

早
期
完
売
を
目
指
せ

横
よこ
田
た
川
がわ
真
まさ
人
と
	議員

　
６
月
定
例
会
最
終
日
の
６
月
28
日
に
「
議
会
改
革
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」、「
地

域
活
性
化
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」、「
議
会
だ
よ
り
編
集
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

の
３
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

※
「
議
会
だ
よ
り
編
集
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
は
、
編
集
後
記
（
20
ペ
ー
ジ
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
島
田
市
議
会
で
は
、
議
会
報
告
会

の
開
催
や
会
議
の
公
開
な
ど
、
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う
改
革

の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
調

査
・
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
実
行

す
る
内
容
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究

を
行
い
ま
す
。

　
市
内
に
あ
る
蓬
莱
橋
・
大
井
川
鐵

道
の
Ｓ
Ｌ
・
温
泉
施
設
な
ど
の
観
光

資
源
や
、
新
東
名
高
速
道
路
島
田
金

谷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
予
定

さ
れ
て
い
る
「
賑
わ
い
交
流
拠
点
」

な
ど
の
「
ま
ち
の
魅
力
を
活
か
し
た
、

独
自
性
の
あ
る
地
域
活
性
化
の
取
り

組
み
」
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行

い
ま
す
。

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

議
会
改
革
に
関
す
る

特
別
委
員
会

地
域
活
性
化
に
関
す
る

特
別
委
員
会

【
委
員
長
】　　
紅
林　
　
貢

【
副
委
員
長
】　　
伊
藤　
　
孝

【
委

員
】　　
杉
野　
直
樹

山
本　
孝
夫

桜
井　
洋
子

佐
野　
義
晴

八
木　
伸
雄

藤
本　
善
男

平
松　
吉
祝

【
委
員
長
】　　
福
田　
正
男

【
副
委
員
長
】　　
森　
　
伸
一

【
委

員
】　　
青
山　
真
虎

横
田
川
真
人

清
水　
唯
史

村
田
千
鶴
子

仲
田　
裕
子

大
石　
節
雄
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期
島
田
市
総
合
計
画
の
策
定
作
業
に
あ

た
り
、
市
議
会
と
し
て
も
引
き
続
き
調

査
・
研
究
を
し
て
い
き
た
い
た
め
、
計

画
の
策
定
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
素
案

段
階
で
の
早
期
の
情
報
提
供
に
努
め
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
同
日
の
定
例
会
終
了

後
、
曽
根
議
長
か
ら
染
谷
市
長
へ
提
言

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。ま
た
、今
後
の
次

　
本
特
別
委
員
会
で
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
37
年
度
の
「
次
期
島
田
市
総
合
計

画
」の
策
定
に
向
け
て
、未
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
す
る
よ
う
６
つ
の
提
言

を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
提
言
は
、
６

月
定
例
会
最
終
日
の
６
月
28
日
（
火
）

本
会
議
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
未
来
を
拓ひ

ら

く
！
」
６
つ
の
提
言

次
期
島
田
市
総
合
計
画
に
関
す
る
特
別
委
員
会

「６つの提言」を染谷市長に手渡す曽根議長

健康医療支援センター「中部ふくしあ」を視察

　
そ
れ
ぞ
れ
が
単
体
で
事
業
を
行
っ
て

い
る
だ
け
で
は
な
く
、「
希
望
の
丘
」
の

中
に
共
存
し
て
い
る
た
め
、
ソ
フ
ト
事

業
に
よ
る
利
用
者
間
に
よ
る
交
流
、
世

代
交
流
そ
し
て
地
域
と
の
交
流
、
多
職

種
が
集
ま
る
資
質
向
上
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
提
言
】

１
都
市
基
盤
の
充
実

２
産
業
支
援
体
制
の
充
実

３
生
活
環
境
・

　
　
　
　
自
然
環
境
の
保
全

４
医
療
福
祉
体
制
の
充
実

５
教
育
環
境
の
充
実

６
行
財
政
の
充
実

　
５
月
10
日
、
地
域
医
療
連
携
の
先
進

地
で
あ
る
「
掛
川
市
希
望
の
丘
」
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
「
希
望
の
丘
」
は
、中
東
遠
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
開
院
に
伴
い
、
閉
院
し
た

掛
川
市
立
総
合
病
院
の
跡
地
を
活
用
し
、

「
健
康
医
療
日
本
一
の
ま
ち・掛
川
」
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
医
療
、

保
健
、
福
祉
、
介
護
、
教
育
に
関
す
る

施
設
が
一
体
的
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
こ
こ
に
は
、
静
岡
県
立
掛
川
特
別
支

援
学
校
（
小
・
中
・
高
）、
医
療
法
人
に

よ
る
掛
川
東
病
院
と
介
護
老
人
保
健
施

設
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
生
活
介
護

事
業
所
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、認
可

保
育
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
そ

し
て
「
中
部
ふ
く
し
あ
」
と
小
笠
掛
川

急
患
診
療
所
等
が
存
在
し
ま
す
。

先
進
事
例
に
学
ぶ
地
域
医
療
体
制
を

島
田
市
の
医
療
を
考
え
る
特
別
委
員
会
（
視
察
報
告
）

去
る
６
月
28
日
に
２
つ
の
特
別
委
員
会
が
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
調
査
・
活
動
の
成
果
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

活
動
を
終
了
し
ま
し
た
！

特
別
委
員
会
報
告
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市政と市議会への意見、ありがとうございました
平成28年度第１回議会報告会（平成28年５月21日）

　議会報告会を市内３会場で開催し、市議会議員全員が３会場に分かれて出席しました。市議会の活動と３つの
常任委員会の内容について報告し、参加した皆さんと意見を交換しました。

会場：島田市役所会議棟　参加者：23名

会場：市役所川根支所　参加者：13名

質疑
•緑茶化計画はロゴを作って終わりなのか。戦略があっ
て行っているのか。

•議長立候補制の狙い、これまでの議長職における問題、
非公開とした理由は何か。

•議会改革について、チェック機能を果たすため、議員
を常勤化することはできないか。

•新病院建設は、周辺の道路整備もしっかりと予算化す
べきだと思うが。

要望
•市内の土砂災害警戒区域を再度考えるべき。
•蓬莱橋周辺の駐車場整備をすべき。

質疑
•賑わい交流拠点事業はIC周辺の五

ご
和
か
に集客され、川

根地域に過疎化が進むのではないかと懸念する。
•新市民病院建設事業は、医師確保などの中身もしっか
りとやるべきだ。

要望
•この度の熊本地震で宇

う と
土市役所が崩壊した。島田市は

市役所の建て替えはしないとのことだが、市の重要な
データーは新基準の安全な場所へ保管してほしい。

•身近に外で親子で遊べる場所の設置について、公園づく
りが難しければ、学校のグラウンドを開放してほしい。

会場：金谷北地域交流センター　参加者：16名
質疑
•マイナンバー登録について市役所窓口で「必要ない」
と言われたが、議員はどう思っているか。

要望
•市民病院の駐車場に昼夜停めっぱなしの車両が多いた
め、駐車場が足りていない。対策を。

•まちづくり支援交付金10万円の交付金でプレゼンをや
らせるのは、他市では考えられない。

•行政は、予算の使い道をもっと精査するべきだ。
•市議会と自治会のつながりをもっと持つべきだ。

要望や意見は市当局に伝え、市議会でも検討します。

　本年１・２・４月と連続して学校給食（米飯）への異物（機械類の金
属片）が混入する事故が発生しました。厚生教育常任委員会では、５月
31日（火）に掛川市にある学校給食納入業者の視察を行い、現場の状況
を確認しました。
　市教育委員会と委託元である静岡県学校給食会から説明を受けた後、
給食製造現場を視察しました。委員から納入業者に対し「機械や器具の
更新年数を定めるべき」、「事故後の対策は当然。再発防止策を立てるべ
き」などの意見がありました。また、県学校給食会に対し、「委託先の全
ての学校給食納入業者へ事故防止指導を徹底すること」を要望しました。

厚生教育常任委員会 所管事務調査

学校給食納入業者を調査しました！

米飯の製造現場を調査しました
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平成27年度　政務活動費使用報告報告します！

　政務活動費は、地方自治法に基づき地方議会の議員に交付される経費のことで、各地方議会ごとに金額
などの交付要件が定められています。
　島田市議会では、議員１人に年額20万円を上限として交付しています。残額は返還させ、超過額は自己
負担としています。

市
の
事
業
や
財
政
な
ど
に

関
す
る
調
査
研
究
な
ど
に

要
す
る
経
費

調
査
研
究
費

議
員
が
行
う
研
修
経
費
、

他
団
体
が
開
催
す
る
研
修

会
に
参
加
に
要
す
る
経
費

研
修
費

議
員
の
活
動
や
市
政
に
つ

い
て
市
民
へ
報
告
な
ど
を

す
る
た
め
に
要
す
る
経
費

広
報
費

市
民
か
ら
の
市
政
・
議
員

活
動
へ
の
要
望
や
意
見
の

聴
取
に
要
す
る
経
費

公
聴
費

議
員
が
行
う
政
務
活
動
の

た
め
に
必
要
な
図
書
や
資

料
の
購
入
に
要
す
る
経
費

資
料
購
入
費

議　員　名 交付額
支出内訳

支出合計 自己負担額 返還額
調査研究費 研修費 広報費 公聴費 資料作成費 資料購入費 その他の経費

青山　真虎 200,000 45,900 70,658 8,932 125,490 0 74,510

伊藤　孝　 200,000 139,750 10,930 17,049 167,729 0 32,271

大石　節雄 200,000 58,600 95,900 2,570 157,070 0 42,930

紅林　貢　 200,000 70,060 31,870 98,528 200,458 458 0

桜井　洋子 200,000 125,420 16,816 142,236 0 57,764

佐野　義晴 200,000 58,600 77,580 31,886 168,066 0 31,934

清水　唯史 200,000 70,330 184,620 254,950 54,950 0

杉野　直樹 200,000 74,540 95,900 170,440 0 29,560

曽根　嘉明 200,000 117,800 117,800 0 82,200

仲田　裕子 200,000 61,880 123,560 18,896 204,336 4,336 0

平松　吉祝 200,000 87,800 30,000 117,800 0 82,200

福田　正男 200,000 109,230 104,450 213,680 13,680 0

藤本　善男 200,000 101,970 94,640 750 9,876 207,236 7,236 0

村田千鶴子 200,000 87,800 30,000 9,374 127,174 0 72,826

森　　伸一 200,000 86,000 260,350 10,368 356,718 156,718 0

八木　伸雄 200,000 80,920 33,696 2,570 44,988 162,174 0 37,826

山本　孝夫 200,000 88,880 127,360 5,596 221,836 21,836 0

横田川真人 200,000 74,540 95,900 170,440 0 29,560

合　　　計 3,600,000 1,250,900 1,595,350 79,596 750 0 269,172 89,865 3,285,633 259,214 573,581

※政務活動費収支報告書は、情報公開コーナー（市役所、金谷南支所、金谷北支所、川根支所）で閲覧することができます。

（単位：円）



「百聞は一見にしかず　大井川水系の環境保全」
～現地を視察～

大井川水系のダム・発電所　椹
さ わ ら じ ま

島、燕
つばくろさわ

沢視察（平成28年7月12～13日）
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　リニア中央新幹線南アルプストンネ
ル工事による大井川の流量減少や環境
保全が、大きな問題となっています。
　中部電力株式会社の協力により、島
田市議会議員のうち15人が大井川水系
を視察しました。
　JR東海が提案している大井川へ湧
水を戻す地点の椹

さわらじま

島（井川集落から約
40㎞上流）や７ケ所の残土置き場のう
ち最大の燕

つばくろさわ

沢を現地確認しました。ま
た、上流域のダムの状況を把握し、共
通認識を深めました。

日 月 火 水 木 金 土
8/28 29 30 31 9/1 2 3

本会議
（初日）

4 5 6 7 8 9 10

本会議
（一般質問）

11 12 13 14 15 16 17

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案質疑）

常任委員会
（厚生教育）

常任委員会
（経済建設）

18 19 20 21 22 23 24

敬老の日 常任委員会
（総務生活）

常任委員会
（予備日）

秋分の日

25 26 27 28 29 30 7/1

本会議
（最終日）

議会を聴きに行こう！
　　　　議会をオンラインで見てみよう！

☆本会議・常任委員会は９時30分開会です。
☆日程変更について、ホームページ等で確認してください。

あなたのパソコン・スマホで、オンラインでも視聴できます。
青いラインの日には、インターネットでの生中継を行います。

９月市議会定例会傍聴のお知らせ

←長野
リニア中央新幹線ルート

林道東俣線

二軒
小屋

工
事
用
ト
ン
ネ
ル

燕沢

椹島

静
岡
市
街
↓

N

傍聴は、市議会議場（市役所本庁３階）へお越しください。

議会だより編集に関する特別委員会
【委 員 長】　村田千鶴子
【副委員長】　山本　孝夫
【委　　員】　杉野　直樹　　伊藤　　孝
　　　　　　桜井　洋子　　仲田　裕子
　　　　　　八木　伸雄

　６月定例会において、議会構成が替わり「議
会だより編集に関する特別委員会」の委員も入
れ替わりました。去る７月10日参議院通常選挙
にて初の「18歳選挙権」が行使されました。市議
会は市政を担う一翼として、当市の現状、課題、
議員活動など議会だよりを通して、若い世代に
も興味を持っていただけるように工夫し、市民
と市政をつなぐパイプ役としてわかりやすい紙
面づくりに努めてまいります。皆さんのご意見
やアイデアなどお気軽にお寄せください。

編 集 後 記


